
  

  

   

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【平成 29年度上尾市一般会計予算に計上された主な事業】 （単位：千円） 

事   業   名 予算額 事   業   内   容 

文化ｾﾝﾀｰ大規模改造事業 2,324,748 文化ｾﾝﾀｰ耐震補強、楽屋、ﾘﾆｭｰｱﾙ工事 

保育士宿舎借上げ補助事業 5,900 保育士確保のため家賃の補助（国事業） 

不妊検査費助成事業 3,300 不妊検査費に対する助成制度を新設 

ｺﾝﾋﾞﾆ住民票等交付事業 8,985 住民票等のｺﾝﾋﾞﾆでの交付を行う 

ひとり親家庭、生活困窮等学習支援 1,592 生活困窮者の学習支援にひとり親家庭を加えて支援 

総合治水計画策定事業 6,320 H29～30の 2か年で総合治水計画を策定する 

道路照明灯 LED化事業 375,200 H28から道路照明灯の LED 化。H29は約 6000基 

西宮下中妻線整備事業 345,580 西宮下中妻線の整備のため一部用地買収 

 

 

 

 

へい 

 

 3月定例市議会は、2月 24日開会され、平成 29年度上尾市一般会計予算案、上尾市国民健康

保険特別会計予算案や平成 28 年度一般会計補正予算案など、市長から 27 議案が提案され、全

議案を可決し、3月 22日に閉会しました。 

 平成 29 年度上尾市一般会計予算は、文化ｾﾝﾀｰ大規模改修事業や新図書館建設事業、（仮）戸

崎東部公園ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ整備事業など大型公共事業のほか、民間保育所への午睡用ﾍﾞｯﾄ整備補助、

総合治水計画策定、保育士宿舎借上げ補助事業などの新規事業、28年度から継続される道路照

明灯 LED化などが計上されています。当初予算に計上された主な新規事業は下記のとおりです。 

（詳しくは、「あげお議会だより」5月号をご参照ください。） 

発行 ２０１7年 4月 NO ３８  〒362-0031  上尾市東町 2-4-11   TEL･FAX 048-773-3436 

E-mail  shigeru1952@hotmail.co.jp      ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://5-inoue.com/     

 

 

 

 上尾政策ﾌｫｰﾗﾑは､平成 28 年度一般会計補正予算及び平成 29 年度一般会計予算の新図書館複合

施設、（仮）戸崎東部公園ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場整備事業に係る予算を計上しないこと求める組み替え動議を

提出しましたが、新政ｸﾗﾌﾞ、公明党などの反対で否決されました。 
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資料 1 新図書館建設用地をめぐる主な経過 

年 月 事     項 備        考 

H24～25 図書館建設地の検討始まる 7つの候補地を検討してきたと説明 

H25.4.24 新埼玉ﾘｰｽが土地建物を買収 大江化学工業から 2400万円で買収 

H25.11.19 

H25,11 

上尾市政策会議 

地権者に用地買収折衝 

埼玉県に事業認定相談 

上平公園西側用地が妥当である（教育総務部長） 

地権者に個別折衝。事業認定による 5000万円税控除を説明 

事業認定取得の手続きの訪問相談（1回目） 

H26.1.26 上尾市政策会議 上平公園西側用地に決定 

H26.2 地権者と売買覚書締結 用地の買収に応じる覚書 

H26.2 用地測量の予算計上 3月定例市議会に測量委託の予算を計上 

H27.2 基本設計委託を予算計上 3月定例市議会に中央図書館の基本設計委託料を予算計上 

H27.4 図書館候補地選定過程の説明 市議会各会派に個別に候補地決定の経過を説明 

H27.4 公共施設最適化事業債新設 国が公共施設統合のための事業債を新設 

H27.5 埼玉県に事業認定の相談 複合施設に変更した場合の事業認定の取得を相談 

H27.6 市議会に複合施設変更の説明 各会派に個別に複合施設への変更、最適化債を説明 

H27.10 用地買収の手法を変更 事業認定から公拡法に変更。地権者に 1500万税控除と説明 

H28.7.15 公拡法買取希望申出書提出 地権者から市に買取希望を申し出る（任意の買収に変更） 

 

 市民感覚からかけ離れた用地買収と建物補償に住民監査請求と住民訴訟が起こされています。 

井上しげるは、何故、そんな事態になっているのか？これまでの経過を整理し、当局の見解を質

しました。 

① 建設予定地が上平公園西側に事実上決まったのはいつか。 

② 用地買収方式が事業認定による土地収用法（強制収用）から任意買収の公有地拡大推進法（公

拡法）に変更されたのに、買収方式を変更しなかったのは何故か。 

 資料 1 は、建設予定地をめぐる経過を時系列で整理したものです。市は平成 24 年度から候補地

の検討をしてきたと説明しています。そして平成 25 年 11 月には、地権者に個別折衝を行い、買

収方式を 5000 万円の税控除を行う事業認定で行うことを説明。この事実から 11 月以前に事実上、

上平公園西側に候補地も買収方式も決定されていたことがわかります。（正式決定は平成 26 年 1

月）その後、平成 27 年 4 月に国が公共施設最適化事業債を新設したことにより、財源確保のため、

これまでの図書館単館建設から青少年ｾﾝﾀ‐との複合施設に変更。基本設計委託も 10 月にずれ込

み、地権者に 5000 万円控除から 1500 万円控除の公拡法による買収によることを 2 年ぶりに報告、

了解を求めました。 

 

 

 土地収用法は「公共の利益となる事業のために必要な土地等の取得にあたり、任意の取得が困

難な場合」「権利者に正当な補償をしたうえで強制的に土地を取得し、使用することができる制度

です。」（埼玉県事業認定の手引き）そして、事業認定の要件として公益上必要なものであり、①

事業を早期に完成させる必要があるか。②起業地の範囲は、公益性発揮のために必要最小限の範 

囲であるか等

となっていま

す。つまり何

故、4000 ㎡の

建物、7000 ㎡

の土地が必要

なのか。何故、

上平公園西側

の土地が適地

なのか。何故、

新図書館が必

要なのか等の

根拠が必要と

なります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 4 図書館利用登録者数と地区別割合 

地区名 上尾 平方 原市 大石 上平 大谷 合 計 

登録者数 37,214 3,730 16,813 28,526 13,585 14,084 113,952 

割合（%） 32.7 3.3 14.8 25.0 11.9 12.4 100 

 

資料 2 埼玉県に申請した公共施設最適化事業起債計画書 

事業実施前の状況 

施設名   機能の種別 延床面積 廃止方法 廃止見込 

別館 ① 
青少年ｾﾝﾀｰ 816 除却 H37.3 

教育ｾﾝﾀｰ 756 除却 H37.3 

図書館 ② 図書館 2,379 除却 - 

文化財収蔵庫 ③ 教育関係施設 243 除却 H37.3 

市民倉庫 ④ 教育関係施設 379 除却 H37.3 

原市資料室 ⑤ 教育関係施設 120 除却 H37.3 

上平防犯連絡所 ⑥ 防犯連絡所 86 除却 H37.3 

対象面積合計 4,759   

 

事業実施後の状況 

施設名   機能の種別 延床面積 供用開始 

新図書館複合 
⑦ 

図書館 2,138 H32.3 

施設 青少年ｾﾝﾀｰ 190 H32.3 

（旧）図書館 ② 

  2,379   

うち図書館分館 150 H34.3 

うち教育ｾﾝﾀｰ 600 H34.3 

うち教育関係施設 528 H34.3 

対象面積合計 4,706   

 

資料 3 現図書館の地区別利用者 （%） 

地 区 名 上尾 平方 原市 大石 上平 大谷 

利用者割合 53.6 0.6 4.9 19.4 14.1 7.4 

 

 買収方式が公拡法に変更されたことにより、土地収用法の買収方式は法的根拠を失ったことにな

ります。公拡法の何条で買収したのか、公拡法と土地収用法の違いは何かという問いに、市は、「公

拡法の第 5 条による申出による協議に基づく買収であること」「民法上の契約による取得であり、

任意買収である」ことを認めました。任意の買収で新埼玉ﾘｰｽは、2400 万円（土地 2242 万 5 千

円、建物 157 万 5 千円）で取得しました。公拡法に変更され、任意の買収になったのですから、

取得額を参考に買収がなされなければなりません。それを市民感覚からかけ離れた 9511 万 2 千

円で買収したことに市民が納得しないことは当然です。 

 現図書館の利用について、当局は「一階

部分に分館として残す」面積については「最

大限」と繰り返すだけで、具体的に答えま

せん。しかし、資料 2 をご覧ください。市

が埼玉県に申請した「公共施設最適化事業

起債計画書」では下段②で 150 ㎡とし、開

設時期を新図書館より 2 年遅い平成 34 年 3

月としています。「150 ㎡と最大限とは矛盾

しないのか」との問いにも「計画書として

記載したもので、最大面積を示したもので

ない」と具体的な面積を示すことを先送り

しています。 

示したものです。上尾地区の利用登録者数は

37,214 人で全体の 33%となっています。 

 現図書館本館は、上尾地区の図書館ｻｰﾋﾞｽ 

 

 

 上尾市の図書館は、上尾駅近くの現本館を中心

として各地区に 7 つの分館を配置して市民に図

書館ｻｰﾋﾞｽの充実を図ってきました。 

 資料 3 をご覧ください。現図書館の地区別利用

者の割合を示した表です。現図書館は、上尾地区

の利用者が 54%と半数以上を占めています。ま

た、上尾駅から近いこともあって、大石、上平地

区の利用者の割合も多くなっています。 

 資料 4 は、図書館利用登録者数と地区別割合を 

にとって必要不可欠なだ

けでなく、他地区の市民に

とっても必要なものであ

ることがわかります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

資料 6 ぐるっとくんの利用者数推移 
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資料 5 各分館の面積、開架冊数（公民館図書室は分館とし、駅前分館は除く） 

分館名 上尾 平方 たちばな 大石 瓦葺 原市 上平 大谷 

面積㎡ ？ 391 284 479 164 127 133 197 

開架数 ？ 33,573 32,963 52,101 27,515 21,817 24,707 28,327 

 

みなさん こんにちワン！ だんだん いい季節になってきたワン 

「ひゃくじょういいんかい？」「しょうにんかんもん？」 ここに出たら 

絶対にウソをついちゃいけないんだよね？ それで「記憶にございませ

ん」って答えるんだよね？ 立派な大人なんだから 子どものお手本に 

なるように 見本を示してほしいワン！ バイバイ (@^^)/~~~ 
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 現図書館の機能と面積をどう残すかは、大きな問題です。資料 5 は各分館の面積と開架冊数

を示したものです。面積を大きくすることによって、機能も高まります。 

現本館を分館とし

て 150 ㎡程度であ

るならば、上尾地

区の図書館ｻｰﾋﾞｽ

を削ぎ取ることに 

なります。井上しげるは、「各世代が学べる生涯学習的な施設として、地階も倉庫にしておくの

もったいない。その利用も含めて是非、市民を交えた直接意見を聞くことを考える」必要性を

問いました。これに対して市は、「現在のところ利用者からの声を聴取するためアンケートの実

施を考えている」と答弁しました。 

 ぐるっとくんが再編されて約一年。再編の狙いと利用者の

状況を問いました。狙いは「ｺﾝﾊﾟｸﾄな路線による長大路線の

解消、わかりにくい路線の解消、民間バスとの重複路線の解

消」と答弁。再編による利用者状況については前年同月ま

での比較で約 3 万人減少していることがわかりました。ぐ

るっとくんの利用者数は平成 15 年度の 49 万 7800 人をﾋﾟｰ

ｸに近年 46 万人前後で推移しています。（資料 6 をご参照） 

 また、今後の高齢化社会の対応する課題としてﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾊﾞｽ

やﾀｸｼｰの活用などｺﾐｭﾆﾃｨｰﾊﾞｽ以外の移動支援についての検

討を求めました。 

 これに対して市は、ｺﾐｭﾆﾃｨｰﾊﾞｽ以外の移動支援として「さ

いたま市ではﾀｸｼｰ車両を使用した路線運行を行っている。

本市においてもﾀｸｼｰ車両の活用について、ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ運行の可

能性も含めて検討をはじめているところ」との答弁がされ

ました。 

 

 

  

長年、中学校の通級指導教室の

設置を求めてきました。昨年、県

から教員の加配がなく、設置が見

送られましたが、4 月から上尾中

学校に通級指導教室が新設される

ことになりました。 


